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〔(社)日 本 家 政 学 会

目的　 ￥ 希 ，無 凝固。惟か ぷ，鋼 理的 雛希件,こよ7 てtit する。ヤ黄 調鳶・ う 凱｢ ｀噛

甑i  冴鵬させ て･£のt  りp 黄i.  衆知状 喋 さ虫 す｣ 鶏 卯辱 麺i  ぶ勺あ･f 、岬衷 の痩婢 ，砂

糖 素ｶﾛ ，加狸 藻戻， 加馳 時間 俘fc･'め影 岑 ゑ釧 理 学的 策験,によ7     て租織 鯖 遂£蕨 討しTこ。

方法　 卯 希求iよ卯黄 ，りp 着 眼＆i: V 障 き,   う･うジ レしたも<n  1  灯m  としhe  砂 糖沸加

■iはぞ 疲。/ク％^.in,  鹿μ はラボス タ-  ヲ 玄用レヽ ,   ei私教*^/? ，^60 ，/z 〃r 戸ヽ｡，.,各 ／

冷間，撹 畔使 。拡 暴時 間は ら40,    μ 分 と した。叩 董 象 の粘麗 はμμ シリンジ に卵黄 東－

彦>~レ，^>d 条下速 度r 比較 した。￥ 債 浪^  粂化s.  みj  政あ の試料 白 ま，木 ，ヽり ’レ-  ト

象leif. 。･i,≫ ･どr. 調玲レ.   a 植型r^ttf黄 泉^Jtt 北 レX  此，i  今 聞加熟し μ卯既 さt  用い

n.  蚊ti ∂分振'゛カード'メ-  タ ー， 齢圧軸 が3 1*1， 窒傭^60  4    t かずさi 劇気 し↑゙ .  鳩･卯

素舞･よ,/卸 麗奮ど － カ-  K 砂 糖藻皮/∂⌒｡ぶ嗜 東 夕汐。ltﾚ<ib. て加楓 し,  帰騰 。時点,で ，卯華

表1  i≪i£ バ ンジ で珪 入 し.   μ秒 加執 しt 試料 と｡レrこ。￥ 焼 む; らびi' 鶏岬豪締iあ臓轍銃

試料i. しt 採取 し，/り フA ン切H,  洙姑 切 片^ レz 姓 瀦 しμ。 まμ,  走 童－ 覧子縁袱鉉

･^ よゝ観 祭も行 。μ 。

結 幕　 卯t  麦 の粘/^  は撹 砕 即りf-m,f 盛 下 し。いf れり

(fl ＼i低T  。fel 句 ふ-f,しre 。岬 焼 き のか六さ は裡持 茂 のあﾚ, もの,  蚊t し 氏も のかり ゅ い*i

|6] J. ?■ I. ft，砂糖 沸加 は熟 蛙鷹)伊まれ,       *ヽ μさIt 影 摩 レμ。鴻 卵 素麺lふ鵜濾 皮μ ～μ% 浪

で ，加 執屈 度lox, ～/ り ・どて ^ 好 な製晶 が得･; れf; 。 岬 眼さぴらv:r. 鳩卵 秦妙 のμ 脩 構濠

口 ぷ いt の^ 狐， 残存卯黄 峰fi%
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鶏 卵 貯蔵 中 の品 質変化 と 調理 性の関 係

山 上 善久（ 埼 玉鶏 試）・ 笹 子謙 治（ 十 文字 学園 短 大）

目的 ■■ 鶴岬 貯廠 申の品 質 変化It  ハウユ ―    Vト,  岬黄係数 なと' x 示さ*^ いｳ μ*  通だi剔

れら形 質 値t  賜ヤ の利 用面;≪ヽら評価I. ようt     ，いくっk ・ヽ 綱理授 との関 連を持 討 むr- 。

;’斌 ■■ 狭 絨鶏 卵 路標萍 的な組 成 の飼 料 でゲ ージ飼 香?    れt   ヽ ･fc 実 用採 岬嶋 シ，一A-   －久

一クロス2?8    のf  齢鶴（ 宝積 μ 週閑弟後 ）1;ヽ よゾ老齢鶏C 生後^i  ifi間 莉後 ）から痛，

寸 れを必りt ≒ タ 弓？日か らグ 月　／f   日 の期 間内I- ?  ･　1   ■   ダ ■   3 ・2    ･   /   曰 のI  内It

（ ユダC    ～ パ ご゚）後 架験･こ磯 した.    名回 ／鶏 群 にっ き り ，タユ,＝.   .,ト･    1?鶯 係飲 ・か

壱f-   ま肆?!  唐 疲 ・ 吸^  度 に 仔 個 （ 同 一 隅 岬 ） ，ポ ー4･ I-'･I     ・ グ' <n x｀き 臭 合 心 乎,'*. 4 を最

良 と-?   る 今段 階 柱 む いr-    ノタ 禰 ，刳 卵 逢 卵 殻 に よi  ザ 黄 分 駈 時 城 壊 李1-- ﾉ・・ 個,  うi  ／2

個t  用 ヽ･T  叩 殼 ・ 叩 賞 へ 心 すk 岬 白 希 を測 定 む た.

結
－:

 n  々 エ こ ，ヽト* ■<■ it -pすi  乙ポ ー チ トX ， ， ﾀ ’゙評i,  I* 戦 下 し,  そ の 回'/1.1 , 芳 齢 賜 と

老 齢 鴉V ぞ れ,^･■ ah. ざy ）ら れ 化2  本・ 国･嘩直 線 が 異 なS  -  ̂ り い よ/* な い 把 ず' ,  Si) 為 を 併 合 す

る ヒ　^  ゛づ 丿+  りIf  I, 乙　r  =  ∂ヽ 舛 （ 戸< 0,0/ ） て’i, ，-f-. ．ず ー ケ ド･エ-   ･;    7" と しt   つ か え

る 評i､3    （ 叩 貴't  え す1  ^  £i  4) 'I ・ 岬 白n  乞 み 込 ま れ-t ヽ･i   ） の ，ヽ ウ エ ＝･ヽ "/卜 は杓1  0

で あ・ だ.  a^ i  もt  肆 帰 港 皮 め 畷t 友I- よJit ･i' , 老 齢 鶏vt 来 の 鶏 ヤI*ヽ 差 折 鶏 の>i れ とft.々^

喝9  が 強<     （f  <0.o  I   ） ，貯A に 伴 う 濁V の増 加 傾 向 一も 認 め ら れr- （p<  り り が≒ ハ ウ ユ

― '/ ト と の 相 関 は 弱 りヽ･･ で‘if) っ た ．ザ 黄 係 数 が 低 下t   i   ^iif貫 分 虹 時 雄 痍 率I*  *|>ロすi.

n の 同 呻 基 線 ）
，若 齢 賜t

 ^ 叡 鶏t"  I* I司 － ヒ み なt ず` ，鶴 の年 齢 の 影 響 が 強 べ う4ヽが わ れ た.

分 細片 の 叩 白 付-I  寺1* 一 定 の 貯 蔵t:  化 が 碍i,  in なか-,  tz   .


